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承諾書（誓約書）

海外旅行届

留学計画書
留学願 留学先を決定したら

３週間前まで
留学願（SV, JEP）

応募申請書
（e-apply 申請後、印刷）

留学計画書
承諾書（誓約書）

「たびレジ」登録
→外務省(オンライン)

「たびレジ」（３か月未満
滞在する場合）→外務省（オンライン）

留学先での成績証明書

留学終了届

制定

在留届（３か月以上滞在する場合）

渡航情報システム「ただいま海外留学中」にログインし、登録された情報を最新化する（随時）



帰国届オンライン提出サイト：

休学願
休学留学申請書

入学許可書等
受け入れ大学の内容がわかる資料

休学願

在留届オンライン提出サイト：

受け入れ大学等の入学許可書等　
http://www.tufs.ac.jp/
studyabroad/exchange_out/

http://www.ezairyu.mofa.go.jp/

http://www.ezairyu.mofa.go.jp/

http://www.tufs.ac.jp/
campuslife/procedure.html

       http://www.tufs.ac.jp/
studyabroad/exchange_out/

http://www.tufs.ac.jp/
campuslife/procedure.html

「たびレジ」オンライン提出サイト：

http://www.ezairyu.mofa.go.jp/

在留届

渡航情報システム「ただいま海外留学中」にログインし、登録された情報を最新化する（随時）

在留届

「たびレジ」登録

帰国届 帰国届

→外務省（オンライン）



「ただいま海外留学中」にログインし、登録された情報を最新化する

飲料水、食品衛生等について確認する

保護者に到着の連絡

危機管理説明会等参加

寮やホテル等についたら非常口を確認する

留学先のオリエンテーションには必ず参加する
留学先の災害時の連絡先や対応について確認
留学先の規則を確認

外務省海外安全ホームページにて国・地域別渡航情報を確認
所在を保護者に連絡しておく。特に旅行等で移動するときなど
体調管理→精神面を含め、異変を感じたら早めに対処する
メールアドレス等連絡先が変わった場合すぐに本学に届け出る
危険な場所には近づかない、夜間の外出は控える
多額の現金・貴重品は持ち歩かない
見知らぬ人を安易に信用しない
薬物には絶対に手を出さない
他人からの預かり物をしない



http://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/tora_2018.pdf

www.forth.go.jp/index.html

http://www.anzen.mofa.go.jp/

開催日程は学務情報システムで確認





注1：留学先大学から保険加入を求められる場合でも、そ

れだけでは不十分な場合が多いので、２重になっても海

外旅行保険に入ること

注2：クレジットカード付帯の海外旅行保険のみの渡航は

本学では認めておりません。



※URLは平成 30 年１月現在のものです。



危険情報 感染症危険情報 本学の対応
「レベル１：十分注意してください。」
その国・地域への渡航、滞在に当たって
危険を避けていただくため特別な注意
が必要です。

実施または継続する
が、十分な注意を払
う。

延期もしくは中止を
基本方針とする。

中止または途中帰国
させる。

中止または途中帰国
させる。

「レベル１：十分注意してください。」
特定の感染症に対し、国際保健規則
（IHR）第４９条に規定する緊急委員会
が開催され、同委員会の結果から、渡航
に危険が伴うと認められる場合等。

「レベル２：不要不急の渡航は止めてく
ださい。」
その国・地域への不要不急の渡航は止め
てください。渡航する場合には特別な注
意を払うとともに、十分な安全対策を
とってください。

「レベル２：不要不急の渡航は止めてく
ださい。」
特定の感染症に対し、IHR第４９条に規
定する緊急委員会において、同第１２条
に規定する「国際的に懸念される公衆の
保健上の緊急事態（PHEIC）」が発出さ
れる場合等。

「レベル３：渡航は止めてください。（渡
航中止勧告）」
その国・地域への渡航は、どのような目
的であれ止めてください。（場合によっ
ては、現地に滞在している日本人の方々
に対して退避の可能性や準備を促す
メッセージを含むことがあります。）

「レベル３：渡航は止めてください。（渡
航中止勧告）」
特定の感染症に対し、IHR第４９条に規
定する緊急委員会において、同第１２条
に規定する「国際的に懸念される公衆の
保健上の緊急事態（PHEIC）」が発出さ
れ、WHOが感染拡大防止のために貿
易・渡航制限を認める場合等。

「レベル４：退避してください。渡航は
止めてください。（退避勧告）」
その国・地域に滞在している方は滞在地
から、安全な国・地域に退避してくださ
い。この状況では、当然のことながら、ど
のような目的であれ新たな渡航は止め
てください。

「レベル４：退避してください。渡航は
止めてください。（退避勧告）」
特定の感染症に対し、IHR第４９条に規
定する緊急委員会において、同第１２条
に規定する「国際的に懸念される公衆の
保健上の緊急事態（PHEIC）」が発出さ
れ、WHOが感染拡大防止のために貿
易・渡航制限を認める場合で、現地の医
療体制の脆弱性が明白である場合等。

【訂正】　2015年9月1日より外務省海外安全情報における「危険情報」の４段階のカテゴリーの表記が変更になりました。

2015年9月2日 適用



事情



http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237045.pdf
もしもの時の医療英語1（診療科別）（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237046.pdf
もしもの時の医療英語2（あいうえお順）（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237047.pdf
もしもの時のフランス語（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237048.pdf
もしもの時のスペイン語（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237049.pdf
もしもの時のロシア語（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000237050.pdf
もしもの時の中国語（PDF）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000022114.pdf
もしもの時のポルトガル語（PDF）

家族や本学の教職員に相談する











http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pdf/tora_2018.pdf

http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pdf/taishi_2013.pdf

http://www.mofa.go.jp/mofaj/
toko/medi/index.html

http://www.jica.go.jp/regions/
seikatsu/

http://www.mofa.go.jp/mofaj/
toko/medi/index.html

http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pamph_10.html

http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pamph_04.html

http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pamph_03.html

http://www.mofa.go.jp/mofaj/
area/index.html

http://www.mofa.go.jp/mofaj/
annai/zaigai/list/

http://www.kifjp.org/medical/

http://www.ezairyu.mofa.go.jp

http://www.joea.or.jp/safetyinfo

http://www.forth.go.jp

http://www.anzen.mofa.go.jp/

（平成 30 年 1 月現在）

事情





（平成 30 年 1 月現在）

事情

2018



留学願、承諾書（誓約書）、休学願、海外旅行届など

http://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/tora_2018.pdf



本学への連絡

保護者に到着の連絡

留学先のオリエンテーション
には必ず参加する

飲料水、食品衛生等について確認
医療機関について確認

寮などの場合、非常口を確認

留学先の規則の確認

災害時の対応について確認

転居の連絡

体調管理

車の運転
無抵抗主義

留学先で夜間の外出時にエス
コートサービス等を利用する

在留届／たびレジを提出する

アルコール、ドラッグ等

渡航中定期的に渡航情報を確
認

常に所在を保護者に連絡しておく

帰国届を提出する

留学終了届提出
復学届提出
単位認定に関係する書類の提出

渡航情報システム「ただいま海外留学中」を通じて本学に近
況の報告をする。登録内容に変更が生じた場合は、速やかに
更新する。

大使館・領事館へ　オンライン提出サイト

帰国1か月前に提出（在留届を提出している場合）

旅行をする際など

留学生課／留学支援共同利用センターへ

単位認定申請書、成績証明書、シラバスなど。教務課、留学支援共同利用センターへ
教務課へ


